
工亀晃

児
語
一
の
一
一
集
団
的
な
登
守
い
校
誘
か
い
被
害
そ
紡
ぐ
た
め
に
与
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、
大
納
り
あ
げ
、
一
人
の
子
供
も
犠
牲
に
す
る

を
奨
施
に
う
っ
す
な
ど
、
吉
展
ち
ゃ
ん
事
件
、
善
枝
ざ
ん
事
件
声
を
あ
げ
て
付
近
の
人
に
勧
け
を
求
こ
と
な
く
、
す
ご
し
た
い
も
の
だ
。
次

異
常
と
い
え
る
措
震
が
と
な
ど
、
誘
か
い
事
件
が
相
つ
い
で
発
比
一
め
る
こ
と
な
ど
を
指
導
し
て
お
く
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
検
討
を
加
え

ら
れ
て
い
ま
す
、
交
通
事
今
後
な
お
、
連
鎖
反
忠
的
に
発
生
の
お
と
、
③
校
外
午
一
請
に
お
い
て
、
と
く
手
を
う
っ
て
ほ
し
い
。

放
か
ら
子
供
を
守
る
畳
一
動
そ
れ
も
あ
る
。
被
筈
防
止
に
つ
い
て
つ
に
夜
濯
の
単
独
行
動
ゃ
、
交
兄
に
行
①
あ
ぶ
な
い
井
戸
、
訪
火
附
貯
水
池
、
閉

が
凶
ば
れ
て
い
る
と
患
っ
ね
臼
ご
ろ
か
ら
よ
く
考
え
、
子
供
た
ち
き
泡
を
つ
げ
な
い
で
外
出
し
た
り
し
水
拐
、
下
水
溝
、
水
が
め
、
犯
だ
め

た
ら
、
誘
か
い
被
害
の
防
に
も
し
っ
か
り
し
た
心
が
ま
え
を
も
つ
な
い
よ
う
指
弾
す
る
こ
と
。
⑤
子
供
注
ど
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
ふ
た

止
も
、
大
き
な
、
し
か
も
よ
う
指
導
す
る
必
婆
が
あ
る
。
の
通
学
絡
を
調
べ
て
お
き
、
万
一
の
を
つ
け
る
か
、
パ
ラ
線
や
き
く
な
ど

謹
話
ナ
る
問
題
と
し
て
ク
e
i
e
v
i
-
-
z
p
-

①
集
団
的
と
吉
は
、
ナ
ぐ
そ
の
通
路
苦
中
心
に
を
ま
わ
し
、
立
ち
入
り
禁
止
の
立
て

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
:
学
汗

3
J
1
皇
室
調
査
が
で
嘗
る
よ
う
し
て
お
く
こ
基
号
、
望
書
か
っ
け
な
い

fま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
を
威
一
行
ナ
る
こ
と
。
②
登
椛
後
、
家
と
。
よ
う
に
し
た
い
。
障
り
近
析
も
こ
れ

夏
を
ま
え
に
、
エ
供
を
氷
校
以
外
心
者
の
民
誌
の
呼
び
出
レ
に
戒
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
に
習
一
任
を
も
ち
、
危
険
か
明
を
発
一
見

の
事
故
か
ら
守
る
と
い
う
問
題
令
、
ゆ
十
時

C
く
に
注
意
し
、
不
問
一
意
に
芯
ロ
い
よ
日
よ
水
の
シ
ー
ズ
ン
、
し
か
し
し
た
ら
、
そ
の
市
有
者
怠
ど
に
辺
一
番

る
が
せ
に
で
吉
本
い
も
のC
さ
れ
、
こ
ぎ
せ
な
い
こ
と
だ
。
ボ
番
号
認
め
た
い
く
ら
一
注
し
く
て
も
、
幼
児
だ
り
で
水
を
申
し
入
れ
る
べ
吉
だ
。

の
と
こ
ろ
、
子
供
の
保
護
に
了
べ
て
の
と
曹
は
、
早
く
、
磐
察
に
遊
説
を
。
辺
で
遊
ば
せ
る
の
は
絶
対
や
め
さ
せ
た
⑦
説
庭
で
は
、
子
供
に
対
し
て
、
信
後

吉
震
ち
ゃ
ん
事
件
、
善
枝
ざ
ん
事
件
と
人
の
注
意
が
そ
そ
が
れ
る
よ
う
、
求
自
③
登
雫
校
時
や
放
説
後
、
見
事

b
ぬ
い
。
親
の
不
注
意
か
ら
ヰ
供
が
お
ぼ
れ
な
川
ぷ
治
、
海
な
ど
で
絶
対
に
、
水

ら
れ
て
い
ま
す
。
入
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
死
ん
だ
事
件
は
、
昨
年
、
県
下
で
九
名
あ
そ
び
ゃ
魚
絞
り
を
し
な
い
よ
う
よ

相
つ
い
だ
、
い
た
ま
し
い
務
か
い
事
件

と
く
に
欝
戒
し
、
あ
ま
い
言
葉
に
の
に
も
の
ぼ
り
問
題
を
残
し
た
。
市
内
で
く
い
い
四
国
か
せ
て
お
吉
た
い
も
の

e

は
、
と
く
に
、
批
の
親
た
ち
に
、
衝
懇
平
塚
欝
袋
署
は
、
誘
か
い
防
止
と
水
の
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
心
が
ま
え
を
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
水
死
事
改
は
で
て
幼
児
の
水
遊
び
に
は
、
必
ず
保
護
者

を
与
え
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
と
れ
に
事
政
妨
止
に
つ
い
て
、
次
の
呼
び
か
け
つ
ね
に
も
つ
よ
う
、
子
供
を
指
導
ず
い
な
い
が
、
こ
と
し
ゃ
、
家
庭
ゃ
、
一
地
が
つ
き
そ
っ
て
、
自
を
は
な
ぎ
な
い

似
た
事
件
が
お
き
、
市
内
の
各
学
授
は
を
寄
稿
し
て
き
ま
し
た
。
る
こ
と
、
③
万
一
、
他
人
に
連
れ
去
域
ど
と
の
あ
つ
ま
り
で
予
防
対
策
を
と
で
ほ
し
い
。

4 

苦意書ちゃん事件[立、 t立の懇たちに衝撃を与えた。そして市内でもこれににた事件がおきた 集E!l登下校を

行なって誘かい事件iこ自衛さずる(怒小学校関で〕

新
企
出
幽
「
今
月
の
綴
」
安
議
離
職
し
ま
す
。
名
倉
健
光
民
の
ベ
ン

に
よ
っ
て
、
市
民
サ
i

巳
ス
の
第
一
話
題
の

人
を
漏
升
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
な

大
切
な

底
の
会
計
簿
や
、
先
祖
の
位
静
ま
で
ゴ

ミ
の
中
に
人
れ
て
し
ま
い
処
潔
場
ま
で

飛
ん
て
く
る
人
も
あ
る
。
共
穣
哲
央
婦

は
い
つ
も
一
円
ロ
め
で
ゴ
ミ
集
め
の

g
が

き
て
も
知
ら
ん
顔
。
な
か
に
は
ご
苦
労

さ
ま
と
も
一
五
わ
ず
に
収
集
車
が
く
る
と

相
闘
を
そ
む
け
て
戸
脅
し
め
て
し
ま
う
呉

ざ
ま
も
あ
る
。
卑
屈
に
な
る
な
、
愛
ざ



市
議
設
選
後
の
初
議
会
で
あ
る
、
こ
と
し
第
四
回
目
の
市
議
会
臨
時
会
は
、
五
月
一
正
属
議
長
、
議
会
各
委

員
会
の
正
問
副
議
員
長
な
ど
、
役
員
選
準
を
行
な
い
、
議
長
に
古
家
安
治
市
灘
、
副
官
え
ら
び
ま
し
た
。
ま

た
元
議
会
の
議
員
の
な
か
か
ら
選
任
す
る
市
監
査
委
員
と
し
て
、
内
藤
敬
一
市
識
を
選
任
し
た
い
と
す
る
加
藤
市
長
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
開
即
日
原
案
を
可
決
同
意
し
ま
し
た
。
今
回
き
ま
っ
た
市
議
会
の
人
事
次
の
と
お
り

2

ハ
敬
称
略
)

台、一〉らひ

マ
務
長
・
古
嬢
山
富
治
(
}
且

O
)
、
無
所
一
房
官
、
角
関
鶴
雄
、
平
野
世
帯
一
ニ
、

属
訪
問
革
製
綿
株
式
会
社
社
長
、
昭
和
一
宙
線
太
郎
、
山
梨
一
一
一
男
竜
津
市

二
十
六
年
市
議
に
当
選
以
来
連
続
議
一
一
一
、
松
矢
久
義
。

痛
に
あ
り
、
今
度
で
間
同
期
自
の
古
率
一
円

v
建
設
常
仔
養
箆
会
a
委
員
長
前
向

揖
議
員
、
前
議
長
を
つ
と
め
た
の
を
筆
一
億
〈
無
所
属
…

v、
問
委
員
長
佐
世

舗
讃
に
、
二
十
八
年
交
教
常
任
蜜
出
員
長
、
一
五
(
無
所
麗
)
、
委
員
小
清
水
町

灘
一
一
十
九
年
産
業
常
任
委
員
長
、
一
一
一
十
一
上
原
正
索
、
諸
都
新
太
郎
、
答

街
語
審
議
員
ハ
議
会
選
出
)
、
一
一
一
一

省
十
二
年
副
議
長
、
一
一
一
十
沼
年
半
綴
滋
一

)
l
j
i
l
-
-
1
j
l

対
策
特
別
護
局
長
、
一
ニ
十
六
年
市
監
一g
a
-
-
j
誕

資
委
員
ハ
一
議
会
選
出

U
重
量
伝
一
撃
内
麓
盤
悔

し
た
。
今
一
回
一
手
↑
窪
田
の
支
持
を
得
一
線
諸
め
嗣

h
d霊

て
議
長
に
再
選
さ
れ
た
も
の
、
平
塚
一

一
一
一
一
七
九
。
一

E
V
部
議
議
・
角
爾
鎮
旋
門
五
む
無
所
一
こ
と
し

鞘
嵐
金
一
個
農
業
協
同
組
合
組
合
間
虫
、
沼
一

遼
和
一
一
一
十
四
年
市
議
に
当
選
、
今
度
で
一

間
違
続
二
期
語
、
一
ニ
十
六
年
に
純
生
対
一
農
護
課
は
、
こ
と
し
の
新
作
に
つ
い
て
「
長
期
予
報
で
、
前
半
の
天
候
は
不
騰
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
日

噛
策
特
別
表
員
長
を
つ
と
め
、
現
在
、
一
間
同
時
間
の
不
足
そ
の
他
か
ら
、
当
然
続
審
出
刊
の
発
位
十
が
予
想
さ
れ
る
」
と
の
湾
同
等
を
出
し
ま
し
た
。
こ

F

市
農
業
委
員
、
今
回
一
一
一
十
沼
襲
の
多
一
の
対
策
に
つ
い
て
、
間
諜
は
、
路
期
間
呂
壊
、
病
害
喝
品
開
徐
対
策
の
う
え
で
、
平
年
以
上
の
注
態
と
努
力
が

数
に
よ
っ
て
剛
副
議
長
と
怠
っ
た
。
、
入
一
の
ぞ
ま
れ
る
し
、
同
時
に
、
災
審
に
そ
本
え
て
、
銭
業
共
仲
間
へ
の
加
入
が
必
露
で
あ
る
と
し
、
会
作
付
商

長
野
一
八
一
。
一
績
の
引
宮
受
け
を
め
ざ
ナ
こ
と
を
嘗
め
ま
し
た
。

調
マ
総
務
副
市
任
餐
農
会
一
・
雲
員
長
府
川
勝
一

出
冒
ハ
閉
店
社U、
問
議
員
長
農
高
官
盛
一
円
農
産
課
の
説
明
一
日
と
の
広
報
紙
が
お
一
審
虫
の
平
卑
以
上
の
発
生
が
予
怒
さ
れ
一
の
損
害
を
補
償
す
る
こ
と
に
怠
っ
て

惜
雄
(
公
明
政
治
逮
習
、
委
員
章
常
一
手
も
と
に
と
ど
く
の
は
、
早
期
霊
や
一
る
。
聖
管
理
、
震
対
策
の
う
え
で
一
い
る
。

一
努
1
加
藤
武
、
内
藤
敬
一
、
金
子
吉
一
卑
摘
殺
培
の
紹
は
本
田
に
移
領
さ
れ
、
一
畳
穫
を
つ
く
す
と
同
一
時
に
、
市
の
駿
袋
一
マ
水
駿
締
共
済
閉
山
人
の
た
め
の
縮
問
問

時
抗
議
、
山
階
昌
雄
、
土
議
照
久
留
婚
栽
培
も
ス
タ
ム
乳
剰
に
よ
る
除
章
一
共
済
に
、
全
作
付
面
積
を
加
入
し
て
お
一

ー
マ
接
撲
常
任
委
員
会
・
委
員
長
窓
川
惣
一
が
お
わ
り
、
普
通
耕
培
の
本
田
移
穏
の
一
く
こ
と
が
必
嬰
だ
。
一

次
郎
ハ
無
所
属U、
関
委
霞
長
国
中
一
準
備
が
行
な
わ
れ
る
と
ろ
だ
ろ
う
・
一
マ
農
業
共
済
と
し
て
は
、
農
業
経
営
の
一
回
代
五
~
科
先
手
品

λ
一
司
五
九

露
袋
所
一
窃
、
委
員
小
菅
き
こ
と
し
の
長
期
予
報
だ
と
、
査
二
高
一
中
心
で
あ
る
稲
作
に
つ
い
て
、
そ
の
一

i
J
I
S
1
4

つ

i
-
j

盟
小
山
田
八
郎
、
相
原
注
太
郎
、
市
川
一
抽
出
、
雨
鑑
と
も
平
年
な
み
だ
が
、
梅
雨
一
髪
店
過
程
で
発
生
す
る
災
欝
の
ほ
と
一

開
清
、
富
山
妻
、
今
一
込
潟
、
藤
沢
一
宮
壁
よ
り
曇
、
雨
天
が
号
、
笠
宮

T
べ
て
を
補
償
で
章
る
よ
う
完
一
申
請
一
手
続
き
今
月
中
に

勝
俊
範
。
一
混
も
や
や
低
く
め
の
見
込
み
だ
。
一
会
を
期
し
て
い
る
。
事
国
移
綴
〈
霞
一

阪
マ
文
教
民
生
常
任
語
圏
開
会
・
委
員
長
安
一
こ
の
結
果
、
分
ケ
ツ
拐
、
幼
副
都
形
成
期
一
梼
栽
培
で
は
発
穿
ナ
る
と
嘗
〉
か
ら
一
期
号
広
報
紙
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
昨
夜
の
人
に
払
い
戻
さ
れ
ま
ナ
。

前
喜
一
一
一
(
館
所
号
、
製
員
長
山
一
告
書
票
率
し
、
薬
事
が
一
収
穫
ま
で
の
随
に
襲
う
風
水
害
、
千
店
の
所
憲
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
…
る
人
は
、

国
与
七
郎
ハ
無
所
属
U
、
委
員
小
川
一
で
哲
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
、
当
然
、
病
一
響
、
冷
害
、
病
虫
審
、
鳥
獣
響
な
ど
一
昭
和
三
十
七
年
度
県
箆
税
の
一
部
が
、
一
か
支
所
・

@調:It本"'，一
卒業所の名称、 i ところ、従当色名君主、事業め科室主な

ど別!こ 会計ク3本!，I;;~ついては、資本金 1(lf~限

定資額、会れ全体幻 Jffi11) r. ~詑を え店一つρ て:i

4ド店の名称イ!地a

サービ又ゴえ混骨カあります。

サ ピスづたにコ 2 て{之、 んので検さ ic ，'

事業所に限り、"'同行プ)6!! 中め怜り微 食賢勺

よぴ年間事業"'への械鈎歓カ話先きれますー
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燥でけしの不正栽培防

止運動を行なっている。
けしは騨車の既軒とな
るた的、観賞用として

も、法揮で植えること
を禁じている。植えて

も違法にな h ないのは

ひ会{ずし‘おにげし・

あざみげしなど。個災い

てはいけないけしは jj之

さとろう園



第 140 号

一
司
凶
則
一1
凶
一

中
小
企
業
の
た
め
の

く
つ
か
の
欠
点
が
あ
る
と
し
、
今
後

各
家
庭
で
と
み
穏
を
買
う
ば
あ
い
は

市
販
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製

の
バ
ケ
ツ
形
式
の
も
の
が
適
当
で
あ

る
、
と
の
見
解
を
と
り
、
指
導
に
の

り
だ
し
ま
し
た
。

門
清
掃
議
の
見
解
凶
い
ま
ま
で
広
く

使
用
さ
れ
て
き
た
、
コ
ン
ク
臼
i
ト

製
の
ど
み
箱
は
、
間
制
境
街
生
上
、
ゴ

J
Fプ
リ
や
は
え
な
ど
の
発
生
源
や
温

床
に
な
り
が
ち
で
し
た
。
ま
た
、
ご

み
箱
の
フ
タ
を
あ
け
て
、
腐
敗
し
た

ご
み
を
か
き
出
T
作
業
は
、

か
か
る
し
、

せ
ま
く
し
、
受
過
の
障
害
と
も
な
む

街
頭
美
化
の
角
度
か
ら
も
関
留
に
な

っ
て
吉
て
い
ま
し
た
。

最
近
、
市
販
ぎ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
フ
タ
の
つ
い
た

バ
ケ
ツ
は
、
ど
れ
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
ゴ
ミ
箱
の
も
つ
欠
点
を
大
き
く

改
善
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

ご
み
箱
を
求
め
ら
れ
る
と
曹
は
、
バ

ケ
ツ
裂
の
も
の
を
備
え
る
よ
う
お
ナ

ナ
め
し
ま
す
。

バ
ケ
ツ
型
む
と
み
箱
(
写
真
左
〉
は

市
内
の
金
物
露
、
雑
貨
毘
ざ
ん
な
ど

で
市
販
し
て
お
り
、
価
格
も
六
百
円

t

一
千
二
百
円
稼
度
で
求
め
や
す
く

種
類
も
獄
多
く
出
ま
わ
っ
て
い
ま
ナ

見
ヴ
ん

1964年10月第 18回オ']ンピ y ク東京大会を迎えるにあたり、向大会に対
する理解と協カ態勢を盛りとげ、日本の門戸神奈川町使命と誇リを目覚
しオリンピ y ク受け入れの基量生をつくる。

{プロダラムl
①県軍事ブラスパンド演奏(平塚釈~会場開)。②みんなで歌おう rこの日
のために J (ピクタ ー二橋光ーきん指導)。③ピクター少年合唱隊。④

いきつ。⑤オリンピ y ク候補選手に抱負をきく (NHKアナと 8
手対談)。⑥ダンス(フラワーニソポンほか)。⑦オリンピソ

ク国民主主動に参加しよう。③快調上挟{き Zl いに美しく、東京オリンピ
ックへの道)。以とのほか展示会。販売会など。

ックをリン



六
月
一
日
、
昭
和
三
十
七
一
一
一
十
七
億
四
千
三
百
万
円
で
し
た
が
、
担
金
今
年
度
分
、
県
定
平
塚
商
業
高
馬
券
の
し
売
り
上
げ
増
加
に
と
も
な
っ
鹿
補
助
金
の
減
少
に
よ
り
後
期
一
千

(
昨
年
十
月
2

こ
と
し
一
一
一
月
そ
の
後
、
同
年
度
後
綴
ハ
十

R
E
と
と
校
設
立
期
成
会
交
付
金
今
年
度
分
、
て
六
億
一
平
四
百
万
円
壱
透
加
、
十
九
百
万
円
の
減
額
を
行
な
い
、
最
終

刀
同
月
鴎
〉
の
、
市
財
政
事
構
し
一
一
一
月
ま
で
〉
に
お
い
て
、
十
一
億
二
路
貨
の
給
与
改
訂
に
と
も
友
う
人
件
一
二
億
八
平
九
百
万
円
を
計
上
す
る
に
予
算
額
は
六
平
一
一
一
一
白
万
円
。

}
臥
し
た
。
今
期
財
政
事
情
で
千
五
百
万
円
を
追
加
計
上
し
、
後
期
末
費
、
県
道
開
発
事
業
負
担
金
、
平
塚
至
り
ま
し
た
。
⑦
馬
ス
工
業
地
第
造
成
事
業
会
計
は
、

①
総
体
予
算
援
は
盟
十
八
億
六
千
に
お
け
る
予
算
額
は
四
十
八
億
六
千
九
職
業
訓
練
所
街
地
取
得
費
寄
付
金
な
③
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で
は
、
給
造
成
事
業
費
、
事
業
問
自
動
車
欝

γ八

一
万
円
に
遼
し
、
前
年
度
合
ニ
ナ
六
百
七
十
万
円
に
選
し
ま
し
た
。
こ
の
予
ど
を
中
心
に
、
一
億
八
千
百
万
円
を
与
改
訂
に
と
も
友
う
人
件
費
、
療
護
費
注
ど
を
申
心
に
冨
九
十
二
方
向
を

口
を
十
億
一
平
万
円
ほ
ど
う
わ
ま
算
涜
撲
は
、
前
年
度
昭
和
一
一
一
十
六
年
度
議
加
、
最
終
準
算
額
は
十
五
僚
八
千
給
付
援
の
増
加
本
ど
を
中
心
に
一
千
増
額
、
人
件
費
に
生
じ
た
不
問
額
一
一
一

た
。
②
一
前
後
期
通
演
の
収
支
勘
定
同
期
の
予
算
額
一
一
一
十
八
億
友
平
七
百
万
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
六
百
万
同
門
を
追
加
、
年
度
末
一
億
八
十
万
円
を
減
額
し
て
、
最
終
予
算
額

一
平
一
一
一
世
田
方
向
の
問
郁
子
〈
超
通
を
残
し
丹
よ
り
、
十
億
一
千
二
百
万
円
多
い
も
マ
平
塚
市
総
体
予
算
の
六
六
・
一
一
一
バ

1

百
万
悶
の
予
算
額
は
五
平
一
一
十
五
万
円
。

家
財
政
運
営
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
が
の
で
す
。
と
の
後
綴
に
お
け
る
予
算
の
セ
シ
ト
を
占
め
る
特
別
会
計
は
、
こ
④
思
保
診
療
施
設
事
業
会
計
ゐ
、
前
記
③
農
業
共
済
事
業
会
計
は
、
家
畜
共
済

一
た
な
ど
が
強
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

5

ど
曹
を
、
会
計
別
に
み
ま
す
と
、
の
卑
度
、
農
業
共
済
事
業
会
計
が
加
関
保
と
尚
一
よ

5
の
追
加
を
愛
じ
て
、
保
険
制
胸
、
給
与
改
訂
に
と
も
な
う
人

と
の
決
算
内
容
は
、
次
回
十
二
月
に
公
マ
一
般
会
計
で
は
、
前
期
束
十
三
億
九
わ
り
、
競
輪
・
競
馬
@
鼠
民
健
媛
雨
時
四
十
八
万
円
を
増
額
、
最
終
予
算
額
件
費
な
ど
を
中
心
に
、
一
一
穏
四
十
八

平
八
百
万
円
の
予
算
に
対
し
、
会
計
検
・
簡
易
水
道
。
都
市
改
造

e
開
閉
す
〈
は
二
百
五
十
万
円
。
万
円
宇
守
山
田
加
し
て
、
最
終
予
算
槙
は

機
欝
人
費
、
選
路
維
持
補
修
費
、
側
工
業
地
帯
造
成
・
農
業
共
済
・
国
保
⑤
熊
景
遂
事
業
奈
は

J
設
地
区
一
語
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

溝
新
設
政
良
時
間
、
道
路
駒
田
議
事
業
費
診
療
施
設
の
八
会
計
と
た
り
ま
し
た
簡
易
水
道
新
設
事
業
費
、
上
然
領
地

z
z
-
2・2
刊
一
一
一
十
七
年
度
全
会
計
合

下
水
踏
襲
車
・
ど
み
収
霊
長
①
競
輪
事
業
会
室
、
車
券
売
り
上
げ
議
景
豪
華
業
費
、
給
与
取

γ閣
議
清
…
算
議
事
号
、
前

入
閣
盟
、
新
ど
み
焼
却
場
建
設
費
今
年
の
の
び
に
と
も
な
い
、
後
期
一
一
一
億
二
都
に
と
も
窓
う
人
件
費
な
ど
を
中
心
筋
京
一
億
八
千
万
円
の
収
入
溜
遁
を
出

度
支
払
い
分
、
土
地
敬
良
事
業
質
、
平
六
百
万
両
壱
追
加
、
十
六
億
}
千
に
、
百
九
十
万
円
を
追
加
、
最
終
予
し
て
後
期
に
は
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、

市
民
セ
チ
タ1

震
設
費
今
年
度
支
払
二
世
自
方
向
の
簸
終
予
算
額
と
な
り
、
算
額
は
五
千
七
十
方
向
。
と
の
後
期
ハ
十
二
月

1
こ
と
し
三
月
)

平
塚
駅
前
厚
木
県
道
添
い
に
、
い
ま
、
市
民
の
自
を
引
く
、
平
塚
篭
報
電
話
馬
新
潟
舎
(
地
上
六
階
〉
の
増
築
ヱ
事
が
遂
行
中
で
す
が
、
こ

れ
と
平
行
し
て
、
増
設
電
話
線
と
市
外
通
話
ダ
イ
ヤ
ル
蔵
通
化
の
た
め
の
幹
線
電
語
線
媛
復
工
事
が
関
東
電
気
通
困
問
題
建
設
部
の
手
で
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
い
ま
、
平
塚
電
話
局
の
本
数
は
手
動
式
交
援
で
約
一
一
一
平
一
一
一
由
、
と
れ
に
対
し
約
一
一
一
干
口
の
新
規
申
請
が
つ
か
え
て
深
刻
な
電

話
難
点
官
甫
拠
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
埼
々
公
社
は
唱
来
年
夏
を
自
擦
に
、
平
穆
簡
の
増
設
工
事
ぞ
い
そ
い
で
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事

完
成
後
は
、
電
謡
の
自
動
ダ
イ
ヤ
ル
佑
と
、
七
千
本
穣
度
の
殺
一
い
が
可
能
と
な

P
、
さ
ら
に
、
金
同
一
、
田
村
荷
局
と
は
市
内
海
謡
、
東
京
、

神
奈
川
県
下
の
各
自
動
式
腐
と
の
市
外
適
諮
は
ダ
イ
ヤ
ル
闇
出
「
過
と
な
る
な
ど
、
暗
唱
謡
難
は
大
き
く
改
善
さ
れ
る
と
見
ザ
泊
ま
れ
て
い
ま
ナ
。
そ

れ
ま
で
の
問
、
と
く
に
幹
線
電
話
線
の
埋
設
工
事
で
、
)
部
市
民
に
溢
踏
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
平
塚
筒
は
、
次
の
と
お
り
、
協

力
を
求
め
て
君
ま
し
た
。

公
務
選
挙
放
送

自
治
省
援
供
の
公
明
選
挙
波
送
番

組
み
を
お
古
き
く
だ
さ
い
。
即
時
遊

日
騒
臼
の
務i
・
.

曹
ラ
ジ
才
「
み
ん
友
の
広
場
」
ニ

ッ
ポ
ン
放
選
鍔
週
日
鰻
河
口
一
朝
八
時

二
十
分
か
ら
・
第
一
週
私
の
縫
案

籍
、
第
二
逓
夢
声
の
鑓
察
箱
、
第

一
一
一
遊
メ
イ
コ
の
鑓
案
箱
、
第
四
週

森
繁
の
提
案
籍

軍
テ
レ
む
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
あ
の

ま
ち
こ
の
ま
ち
」N
?
?
④
毎
週

日
曜
百
四
明
八
時
四
十
五
分
か
ら
。



台、

※
i
一
昨
昨
年
、
市
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
発
生
源
と
な
る

内
で
か
や
を
つ
水
た
ま
り
を
な
く
せ
ば
最
高
で
ナ

ら
ず
に
夏
を
こ
が
、
な
く
せ
な
い
と
曹
は
、
薬
剤
を

し
た
家
時
か
多
ま
か
ね
ば
怠
り
ま
せ
ん
。

か
っ
た
、
と
い
※
i

ポ
l

フ
ラ
を
駆
除
ナ
る
た
め
に

う
こ
と
で
ナ
。
は
、
比
較
的
安
定
性
が
あ
わ

J
専
一
も
ち

ハ
エ
に
く
らA
の
す
る
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
五
泌
乳
剖
聞
か

て
蚊
は
、
駆
除D
D
T
三
O
%
乳
剤
本
ど
が
よ
い
で

が
し
や
す
い
と
し
よ
う
。
い
ず
れ
も
市
販
さ
れ
て
い

④
い
う
こ
と
で
し
ま
す
。
D
D
T
Z
斗
ハ
倍
ぐ
ら
い
ダ

よ
ラ
がi
f

し
か
し
最
近
の
親
世
話
に
イ
ア
ジ
ノ
ン
な
ら
十
倍
ぐ
ら
い
に
う

よ
る
と
、
気
温
十
度
の
低
出
で
も
平
ナ
め
て
、
水
畿
一
・
八
時
川
ハ
一
芥
〉

気
で
人
を
刺
すe
チ
カ
イ
エ
ヵe
と
以
下
の
も
の
な
ら
五
百
分
の
一
一
程
度

い
う
特
殊
な
紋
が
発
箆
紡
火
用
水
な
ど
水
量
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
立
方

H料
理
度
の
も
の

※
・
・
一
般
に
は
、
蚊
匂
つ
な
ら
芭
C
C

ハ
約
五

は
、
六
月E
九
月
が
溶
也
、
苫
勾
〉
程
度
の
薬
剤
を
ス

動
期
だ
と
考
え
ら
れ
て
一
品
4
H

れ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

い
ま
す
。
事
実
、ζ
れ

λ
J
5
0

わ
ず
か
な
還
で

か
ら
変
に
か
け
て
発
生
:
ト
ナ
。
ポ

l

フ
ラ
は
水
の

す
る
恐
し
い
日
本
脳
渓
争
市
中
に
は
い
っ
た
議
に
ふ

と
か
プ
イ
ラ
臼
ア
症
な
一
h
F
副
れ
て
死
ん
だ
り
、
薬
を

ど
の
病
気
の
媒
ハ
引
を
す
…
;
一
飲
ん
で
死
ぬ
こ
と
に
な

る
も
の
が
、
蚊
で
あ
…
制
動
担
ま
す
ロ
水
そ
う
な
ど

る
、
と
い
う
こ
と
を
考
争
色
で
、
魚
が
か
わ
れ
て
い

え
る
と
、
と
の
六
月
ぁ

L

る
こ
と
が
あ
り
ま
ナ

は
、
ハ
エ
以
上
@
ゃ
っ
間
対
が
、
た
く
さ
ん
鱈
う
の

か
い
者
と
し
て
、
と
の
h
F
で
な
け
れ
ば
効
果
は
あ

駆
除
を
と
り
あ
げ
る

d

唯
一
り
ま
せ
ん
。

A
曹
で
し
ょ
う
。
※
:
と
こ
ろ
で
、
蚊
の

※
i

現
在
、
市
街
地
で
成
虫
の
駆
除
は
、
は
え

問
題
に
怠
る
の
は
、
ア
カ
イ
エ
カ
と
の
場
合
に
よ
く
似
て
い
ま
ナ
。
治
部

い
う
種
類
の
蚊
で
、
大
部
分
が
下
水
を
蚊
に
密
接
ふ
哲
つ
け
る
方
法
も
、

か
ら
発
生
し
ま
ナ
。
こ
れ
に
対
し
て
蚊
と
り
線
香
も
あ
り
ま
す
が
、
長
期

は
、
市
婦
生
課
も
、
下
水
路
場
内
の
駆
除
を
回
的
と
す
る
の
な
ら
、
蚊
が

務
刻
敷
布
車
〈
軽
自
動
凶
輪
・
ス
パ
好
ん
で
と
ま
る
何
と
か
う
ナ
ぐ
ら
い

ル
サ
ン
パ
改
良
裂
)
二
台
を
買
い
入
嵐
と
お
し
の
惑
い
所
に
ダ
イ
ア
ジ
ノ

れ
ま
し
た
。
※
・
滋
路
部
構
以
外
に
ン
か
ヂ
イ
ル
ド
リ
ン
五
%
乳
剤
の
十

蚊
の
発
袋
源
と
し
て
は
、
台
所
か
ら
倍
液
晶
官
、
一
平
方
泌
あ
た
り
五
十

C

流
れ
る
下
水
溝
、
防
火
用
水
そ
う
、

C
ぐ
ら
い
の
割
り
告
い
で
ふ
昔
つ
け

ど
ぷ
、
あ
脅
か
ん
、
あ
き
び
ん
な
で
お
く
と
効
県
的
で
ナ
。
夏
の
商
刷
物

ど
、
水
の
た
ま
る
所
で
す
。
流
れ
攻
、
蚊
と
り
線
蓄
を
使
う
と
曹
は
、
部

い
水
の
あ
る
所
は
、
すAて
発
生
源
墜
を
し
め
切
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く

と
し
て
の
条
件
を
も
っ
と
考
え
て
く

j
E

。

つらJ1;. 
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_，，~U__，山，__"JN__ .再 即mρ 6 月 17 日 中原公民館 ! た子で今春 3月に行なわれた l~! (時路は午後 1 跨30分~3 時まで)日本脳炎カ支出る時期でナロ衛生課で

勝パラの予防 十 q 18日平塚保健所 2型ワクチンの投与を受けそこな i 曹1時金については、生後6か月以上入学前の子供ぞ
~一 、 除 b 19臼 才E寸く公民館 須賀公民館 j った子。 i ①一般の人は.... 250円 CAJ 対象iこ、日本母国災の予防注射を巡回

窃生課は、次の臼濯で腸チフスとバ グ 羽田 富士見公民館松額公民館 i 曹投与日と会場… ;②保護者の市民税が均等部だけの人 で行ないまナ。この予防注射は、精
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3 回、毎年受けている人は追加免 l 下火に君主ったとはいえ、小児マヒの H 28  城島公民館 望豊田公民館
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に発表された。 rs駕をどり J <)いまはその清楚君主姿をみるた
と fホックリ節3 である。 めには陵耕地繕まで足をのばさ
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人口輯数 118,711 

世情輯数 27.053 

l1!談濁積 67.88Km2 

人口密 g 1,749 

4 前月比土佐帯場 138 

人口社会繕 434 自然繊 145

本庁 73 ， 264 (世得 17 ， 841)

大野 21 ， 434 (" 4,598) 

神罰 4， 864 (" 1.050) 

揖島 1 ， 914 (f' 339) 

問時 '1 ， 550 (tI 278) 
会 III 2 ,221 (" 457) 

怒 5 ， 229 (1' 1.094) 

土択 3，780 (fl 614) 

傘霞 4 ， 455 (f! 782) 
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